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ヱソ手ユキウサギの体群態に関する研究 (第 l 報)

と
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Y oshiharu SHIBAT A 乱nd Tokio YAMAMOTO : A Study on the Popu]ation 

Dynamics of Le戸別 timidus BARRF.TT-lh;vtILTON (1) 

-Age distributions and Iife table--

懇 話: -F'顎骨f史務 iと侍冬形成されるよf')商の数によって a 工ゾユキウサギの年院を亦定し2 年齢組

jぷをぬい、j した。 自然倒イ (560 例〕の年時組成は l 1F/kii耐の新生例外;ζ しく信つでおり (68

%), 故年附)は，年前:;I!I央債で 3‘ 75 J:t: J 平均年齢は1. 14 年であり，主主 0) ，'1リ句作齢iζ有1三三平はみ

とめられなかった。また，デ…タによるで勾段存ヰは 32%， 平均タr亡率 1;]: 68~ぢと捻定され，生イf数

(ま死亡RZを大さく下まわっており， 自然@l;~'~ :H-fの動殺は個体数の多工芸によってjtきく Z 才了され

ることが推察された。

つぎに， 日然倒1;;:1作と実験宗似体1ft (l2:, fijO の生命去によって両者ーのIi存を比較すると)W生か
ら潔却す子的〈生後 1&+三くらい) Iと速するまでの死亡率l心両者同率乙 それぞれ約 80% の似体を失

うととがほ察された。 しかしp 残り 20% のその後の生存では汚しい羽災がみられ，きた験室個体詳の

後繁下約(生後 7 年以 u までょするのに対し， fl 然似体11fではヲ ~~Jlfl年齢の中みJ (生後 4 年以
F)までが，生の限界とみられた。 また， 生命乏による， 自然倒体若干のいわゆる月一態的寿命仏日3

4干:=.!こし，夫総s:個体併のいわゆる ~l: 珪Hl':13守 ðid士， 1. 11 年であった。

I まえかさ

13c'~21 

動物の年齢品目成を全日ることは， 11，':日本)]'fWJ態公訴究ずる[二で認めて用主主でありヲその基踏となるべきイド齢

制定は平総であることが望まし lバ。これについて近年， 下手百号JjJ共有乙形成される年間の枚鏡lとより， sf- ti訟

を測定する λ とが研究され3 多くの小型口市乳動物に適用できることがiリi らか iとなってきた目。

との午，む冬期の :'t i三思議による級出な議板状 Þl'組織の部分で， いわゆる年輸に相当するものであ

る。 ζ れそ， 11合総 (adhesion lines) と泊する人もいる心。 これは J 'r千断面の11灰，染色により色素に

よく反応、 L.l J 識別j レログいととから， ~主1対年齢を知るとで，最も有効な方法とされている。

これまでに筆者ら5) ，~ì，飼育 lごよって年齢の確定されたヱゾユヰf ウザギ Lep附 tirrzidus 仰向U BARRETT-

I-IAi¥HLTON \ζ日?とを適用し多年齢の照今を式みているが3 これ1 らのJ-~殺をもとに，本種の [~I 然間体1114キの年

齢を調べ，その年齢五日成を検討し p 生命表の{ノ!ò成i: -aよみた。

II 材事ヰと

1. 材料

1963~~1978 年にわたり， 北海道内宮地域(札幌官体署野幌およぴ花IU'I'，荻内営林岩仁 ttt'i:，岩見沢党

1979年 1 月 16副交}~rr

(1) 北浴送文j討

(2) 前 :ILif;}'H:;-J話

保護-23 For. Prot.--23 

主 !'4 然条刊の iーでfτ 乏している野ヨのノウザヰやという党10;で 2 との場合， 特)l!のある地域の自然祭日という ζ とを

示会な
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Fig. 1 T'顎骨の切断部分

Portion to be cut off in the mandible 

bむ，ne of Lepus ti間idus ainu. 

第 1M日歯 (Pml) と箔 2 前日商(Pm2) 部

分の')f5'を切断し， Pm2 \1\11を検銭面とする。

Portions under premolar 1 (Pml) and 2 
were cut off along dotted Iines, 

昌nd a section of Pm2 was examined with 

the microscope. 

**器馬追山， 1j1i票津信~H害虫jJjlj ，清水営材、，~号制l彰，天塩武

林J若草富p 札幌市有林間山2 倶知安林務省ニセコ〉から収

集・保存された工ソ三Lキウサギ 560 個体の下顎骨標本を使

用した。

とれらの捕獲は，ワナと射殺によっておこなわれ，その

大部分は 3 月 Jζ捕獲されたものである。

2. 顕微鏡襟本の作成

J汗の検鋭標本の作成方法ーとして， と ζ で 1j: ，最も街使と

考えられる樹脂包埋による表面研磨法lてよった。

(1 )前処理

解体長IJJ:支された頭骨を s ごくうすい水酸他ナトリウム液

で煮沸し?筋肉脂肪をとり，過酸化水素7k4 倍波で漂白し

た。

様*切片は，官'を乾燥，抜歯した後， Fig.11ζ示すように第 l 前臼歯(Pml) および第 2 前日歯 CPmρ

部分の骨を歯科用丸鋸で厚さ 3mm 程度に切りとり，検鋭)百 CPm2 担1]) を nと|句け，ポリエステ lレ樹脂

〈リゴラック〉で包主主した。

(2) 研擦

つぎにp 回転研E写機lとより検銭面の骨が露出する程度l亡荒研ぎしたJ~ (研磨乾紙 No. 320 使用L 中研

ぎを経て(耐水研磨紙 No. 800~LOOO 使用)，最後に9 研磨布を用い，粒m: 0.06"，のアノレミナ仕上げに

ょった。

との際，骨切J\の裏Tlñを研磨する必要はない。

(3) 染色

染色の前処理として，骨百を 5 タ6 硝酸液で 8~1O分間脱灰し， 15 分間水洗した。さらに 5 労硫酸ナト

リウム液で 10 分間中和し 30 分間水、乱した。

染色は， MAYER のヘマトキシリン引を用し~濃染(1O~13 分間〉した後，長時間水洗した。

また，標本の保存および検鋭!とはp エチルアルゴーノレで稀釈したグリセリン液 (1 ・ 2) を使用した。

3. 年齢制定法

年齢測定は?年層の数を慕準としておとない， 年障の検鏡には， 低倍率 (30 倍)の反射光による双眼

顕微鏡を使用した。また3 検鏡の市位は，百;側(口腔の内仮1]) に面した骨!~:その中央部分を対象とした。

と ζ で9 飼育により年齢の確定されているヱゾユキウサギの桜木によって9 年層の形成状態を Fig. 2 

~5 Iこ示す。

Fig. 2 は， 1966 年 6 月 22 日出Q:.， 同年 12 月 7 日死亡推 (5.6 か月齢〉の若い悩体であり p 年以は未

形成である。これに対して Fig. 3 は， 1961 年 6 月 10 日 [lEt ， 1963 年 2 月 16 日死亡土佐 (1 年 8 かよJ 齢〉

で 1 冬を経過し 2 冬巨に死亡したものであり 3 年層多 l をみとめるととができる。 また Fig. 4 1:1:, 

1961 年 6 月日日間生， 196.1 年 2 月 7 日死亡推 (2 年 8 か月齢〉で，1::涯 2 冬を経過し 3 冬日 lと死亡した

ものであり，年層 2 がみとめられ，さらに Fig. 5 は， 1966 1,f 6 月 22 ヨ出生， 1974 年 4 月 8 円死亡t喰

(7 年 2 か月齢〉で3 同様g 冬を経過した回数に応じ，年層 7 をよみとる ζ とができる。
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Fig. 2 エゾユキウーザキ'5.6 ノ出;の tffi

Section of mandible bonc ()f Lεþus timidus 
az仰. Male, 5.6 months old (1961. 6, 

1961. 12 , 7). 

年院の形成はみられないろ

Any annnal lay念r is not yet formed 

Fig.4 エゾユキワサギ 2 年 8 か月陥の昨

Section of m在日dibìe bone of Le戸 timidus

az問。 Male， 2 years and 8 months oJcl 

(1961. 6. 15".1964.. 2. 

年一層 2 をみる o
The annual Jayers 

Fig. 3 工ゾコキウサギ 1 年 8 か月総のIili

S己ction of !1l andibl巴 hone of LejJus timidus 
α口IU. Malcヲ year 8 months old (1961. 6. 
1 O.U 196:3. 2. 16) 首

年開 1 ミをみる。

The annual layer is 1. 

Fig叩 5 ヱゾユギワサキ、 7 年 9 か月給のi峨

Section of m旦ndible bone of Le戸別 timidus

aZrllム巴male， 7 y巴ars and 9 months olcl 

(1966. 6. 22.~.197 4. 4. 8) 

年隠 7 をみる。

The annuaJ layers lines are 7 

以上に /J、すように，年層は冬を経過するごとに形ばされることかり，件出合封入しlふかなり他を加すこ

とができる、

なお， !rf齢交;上にあたり p ここで:土 p 年同， ω年齢 Ijj央{直を 0.75 +)とした。すなわら p 的T守主験に

よる本極の黙 iま司 4 へ 8 月におよことから p 核不採集11 封JtiJ そ 3 )j としたとき， そω日時寺点で心の〉是底説主注ム子の

J月j 斡[は土 7 斗:斗1 か!月3 自齢令とな り? そ Uのコ、|ド三i勾f勾勾川サ引引'f悩:

のもののi司年r 同紛Ýì 'j-和1:)(とザ川f打|匝虻とし fたご C

以 l九年附区分経年 lごしたがいラ 1 {j'.ずつした。

m 結果と考

i 白 年齢組成と平均年齢

Tablε1 iむ 560 個体 lてよる年齢の測定結梁在地域別に示じたもので乙ちる。ただし，野l民，岡山および
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Table 1園エゾユキウサギ、の年齢組成と玉i之均年齢

Age distribution and the aγerage ag己 of Lepus iimidus ainu 

Nopporo 

Nishiyama 

Niseu 

Niseko 

じmaoiyama

Bannaguro 

Nijibetsu 

Toyotomi 

Mikage 

土0， 10 11963~19?7 

土 0.10 I 1963~1967 

1965r~1966 

l ヲ66

1976 

0.45 I . - I 1976 

0.65 I 1 ヲ76

0.49 I 士 0.09 1978 

1978 

Table 2 エソザコーキウザギの雌土佐の年齢制成と平均年齢

Age distribution and the averag邑 age of both sex巴S of Lejうis t口nidus ainu 

雄 Mal巴

雌 Femal巴

計
〈時)
Tot呂!

178 57 248 

153 67 239 

計
tot乱l

331 124 487 

仁 Ilt字については?経年のものを累計して表示した。

とれ lとよると 3 月における自然個体群の年齢組成はp 企体として 1 年未満の新生個体 λーしく偏っ

ているととがみとめられ， また ， JJ口齢につれて p いずれの地域も生応数は急減を示し， 生存の最高年齢

は，年齢中央;債で 3.75 年であったc しかし 9 全個体数 l三対するその割合は 0.3% と J低めて少なく， した

がって，平均年齢もし 14 年という{晶、年齢値を示したc

つぎに， ζ れらの平均'J;:存率を l 年ずらしのデトタに法づくl:1::，推定によって百十算してみると (142+34

+2)/(382十 142+34) 手32%，したがって?平均死亡率Aは 6896 となり， 生存数は，死亡数を大きく下まわ

っているととが推察された。

出企，総{国体数 lと対する 1 年未満の新生(民体数の比率li 382!560~68% となりラ 2 年以 f の個体比率は

32% となり p 両者を比較して 1 年，川町の占める割合が高いことから， 自然休群の!助誌は， これら新

生個体数の多寡 iとよって9 大きく左右される ζ とが推察された。
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エゾユヰウサギ自然1l~1休併にみら jしる年齢組成OJ特徴 手首らのによる新潟のトウホとう iノプニ p

ノウサ干クノウサー Leþus hrachyurus angustidens HOLUSTER の fílJ ~ともみら~ Lるものであり 7) ー

お(守ヨ!ω立上誌に立つとさヲ ト分J号店しなければならない IUj 翠引となる。

~フ，ボ均31注目 11のいU!リ]した !i~l(本やtlllll'， t;:) と T呂blヒ 2 と示すよう560 N川 l' , なすJタ二のため，

XD2~3.66く5.99f止事 0.05 のむ χf~t;己主ー LfこJ見;ぞではは-1'(:;いようにみられーが司

X2 (2ラ 0.05) で， rt張此のどに冶志のよみとめられなかった。

望号‘
、

民白5主2. 

まかに比中立しこ Jヲミンょが 1 休日、;の LLúèlぷらがい合，注ノ然:戸!休

Fig‘~と 3 ぞれらの5一三浮均絞をχ1'\ずcTablε3 に孔コイk;反マ

'1、able 1 の帯主 560 イ古川/r(の {T二店主立j戎 lこもこ~-)いて fノìêJ& された引っ とのfI J:&;にあ自然休群の生命式(む

たっては， rJﾜ'j (こ死亡した成体にかわり， J:克伐の 1 '1'.氷山の苅いヰ:が焔光 ;fT ， J~:I 1511を示す，支店人 11

求めた。会f反応し，データの 1 作米出U)I七むiJD法となる辻本!]ω 川恒は 9 つぎの推定ト二ょっ

, Table ())長立のよい立， ととにjつら寸したテ\ク Jともとついで l';'-~~ の分布2)そあてはめてみる

オ Lる口)で，、 タ l亡よl:i 1 お:めは p 分ずとよる、「比-:I] ，fr立命IY、J (と Ü.のあてっ:と fよる。

1 'ド未 "ι の{田村ぁ叱ヰ\土から r"O. 28 , .~)まり存斗Zが 0.28 と制定

、
j

Aよ
日
<•

る丈VJ土J ill'Ji゚ 1. 14 ，ごよるおこ

ratむ

トJ乱tur乱1 popu!ζ1tion 

0.773 

0.626 

O. 165 

00 950 

1.000 

-Table 孔 1 ゾニ工トウガ干の

Life t乱 blむ of Lepus timidus 

0.83 

ヲγ

。陶

0 幅 55

0.50 

1"'2 

65 

19 

FI 然{白{本 7月

1 , O()() 

20 

u 〆 J

1 ノ 2

"" 3 

ぺ

2.27 

2.02 

1, 43 

1, 48 

J. (3.] 

J. 

O.bO 

0，♀20 

り回 705

O. 787 

0 , 467 

0 , 471 

0.667 

.O(、正〕

。

Lョbor呂tory jJoIJula t卲n 

0.780 

ヌヲー

2LJ 

533 

0.579 

333 

0 

.000 

780 

65 

65 

33 

d 

]己

体 7洋tぶ険 2主;

1, 000 

/,20 

155 

122 

4
b
r
c
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* Calculated from thεage distribution of the natural population (Table 1) , on the basi ぉ of condition 

that a 1 ; 1 S8X ratio , 3 litters per ycar, and 2 youngs per litter 
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Fig. 6 ヱゾユキウサギ?の生存曲線

Survival curves of Lepus timidus ainu , 

O. 72 と推定されるの傾向的にはかなりよし、一致とみられるが， 1. 75 年のところと高主F防腐における差が

大きく ， ar私立I分布の)Jが民実のデータよりながく l己を引いているととがわかる Cx2 検定を'1 トコてみると

白由度 3 でが=11. 06，あてはまりはよいといえないが 1 年未満とそれ以外という 2 分割にして計算し

てみると p 自 lお度 l で χ2ニニ1. 88 となり，許容できる範開となる。にの ， ，Nj{の部分のあてはまりの怒さはg

高年齢者の生存率が低年齢者のそれと同りではなく p より一層低いものであることが示唆されるが， ζれ

については，データをふやし3 モデルを精一街化する必裂がある 2)) 。

とうして計算された l 年末{-[帽の 403 という個体散とデータの 382 とはかなり近いと見られる。つまりラ

データにもとづく補充率は 382/56沿 =0.68，理論式によれば a=0.72 で近いの

つされ乙安定人口の祢の理論式2) によればp

出β=2 (1 ーの

βJ土尚位された仔が l 年未満になるまでの生存率

となる。テーータ lとよ rUJ r=0.28 均、ら

出店 =1.44

となる。現在の個体総数れ性比を 1: 1 とし 1 雌の年間平均阿悦曜とすると，出生数寸出と

なる。本粧の l 雌あたり産仔数は，放し飼いによる察殖実験6) から l 回 lこ平均 2 [!4，出産回数 3 回がみと

められる ζ とにより，時二ニ邑としたとき，その出企部(は 560/2X 6ロ1. 680 となる。

出ニ 6 であるから β= 1. 44/6=0.24 となる。 ζれは仔が 1 年未満になるまで、の生存率である。

-}j ， データによれば 382/1 ， 680=0.23 であってE 上j主の理論的検討のものとほぼ|司じ数字がかえられ

Tし、ることがわカ〉る。

以上の検討により p 分布の J!'i-として自然である art 型分布によるj世論とデータとが，パラメータに関し

て，かなりよい一致がえられていることがわかったので，データにもとづいて生命表を作成すること lむ

さしあたり無践のないことと考えた。

生命表l土，推定出生数を 1， 000 として初;賓の生存数んにおき 9 次項以下の各項(データにもとづく各
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|齢〉の!とけよ，推定打、数の 1， 000 分本?示したっ とのとき p 死亡数 dx (土各年のど工作数の発と

なる G

これによ J て計算される 11 l_-j生から 1 qé未 ilti\j(こ迭するまでの死亡率 qXl は 0 ， 773 と見えられ，生存率 þ"'l

は， 1 ~O. 773~0. 227 となる。つまり 0.227 IJ，必行数出の 1 年一米間に日二するまでの生得本である。

っさに， 尖!淡窓口<'l (.み;詳の牛一命表 1964~~ 1976 什の飼白 rjJ に死亡した 1231::'11木の死亡u寺年討によって

作成された針。 ζれらの 1:ùl f.本の大部分は室内繁高avこよってえりれ2 イ111のおこれごついても， 1'[\(1 ノヲの確認さ

れた幼休の if!í í佐j汗体な削首したものである。亡れの止命表。〕計~ç;よ 1;1， i兎仔IJの方法によった。

さで， lt{fì去とによると， iUl[から 1 三未満!と巡するまでのJ'Ll二ネ lì[l[in討ともに極めて汚i く，

このよ長]問 i乙出生のがj 8096 の 1ul;]体を失うととがitと察された。

ノウサギの/[ ifi:とのなかで，よ設も夕日亡の:3/いこの WF自の死亡原 l);Jを，実験個体のおJ祭によって示すと歩

ト府')rÎ'状によるもの 8296 ， ilfi らかに Toxoplasma 病と診断されたもの 996J 主Rの l悩殺によるもの 5 タム

また殺のね乳を欠ぐもの 496となっており，ロ然 [11， 1体平ではヲ アしに j)l!オラさらに {I]! の動物 Jとよる

どが;考えられよう。

しかし，この危機を過ぎてからの芳;交り 20% のは，向者己主i しし 'ffl累がみられる c

3主計らの飼育尖;放によると，エゾ斗ヰウサキfの新生仔が， !["後から終丸711ご参加するまでの3 いわゆる前

繁摘年齢は i~t\生から 1~若とまでの期間でp 総5ì1'({fíÏ!出はフそれ以後3 設河 6 年までみとめられる。その後は，

努殖IJ~)]を失いp いわゆる後繁則年齢となって余命をおくる~i5が，しばしばみられるく柴田、

しかし‘自然倒休群で:む後繁沼i十齢まで生存するものはとれらのデ タからみられなく，せいぜいとl三

きながらえても，繁殖年齢の lþt引が|浪5平のようであ芯。したがってヲそれらの示す生涯の死亡割合も，実

験宗個体群と比べてお五めて対照的となる。

たヲ斗二命表によるミ(lJとj寿命は， lJ然的体市のp いわゆる生鰐f内苅命仏 83 年にお[して， 突放;芸[当 iJ~群

。)，いわゆる牛耳1;内寿命は1. 11 {I'.であった。

IV おわりに

[1;\1休 H日ÛJ!L~を子保IJ-9 るには唱各年齢のノ'l:存率を知る乙とが必要である。

ここで，現在の伺体総数を N とし (N の推定は INTGEP i去10) によって可能である)，その中から N'

をMìlさしたとすると p 残 i') の個体数は N~-N'.. となり，河の年齢組成 (0.75 司: tlI, 1. 75 {I三:月2 ， . 

J は N! かわの IL !i1j!とよっ』て知ると{とができと;。 まだ， ζ とです、〉↑I[Jιを 1 : 1 としたとき，次年の生存

数百11ま

n3戸叫

によって芥りとされよう。

いま{反 Table 3 の白然i日体mo_)各年齢の生存率 ρ♂を用いp またヲ部~6 とする〈L2

n 
1. 362 イ 0.374 河1 ト仏 235 n2 + 0.05113 

となる。

とれにより， ηI (刀各年齢のえ存数も兄島られることになるから p 士の平均年齢も推定がつく。 もし，

平均年齢が n~>がであれば，ダの 1 末梢の1自体よヒヰ〈の璃jJll が予;I;t\される。
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しかし多乙れらの生存率lとづいては，今後のデータの蓄積によって検討されなければならず，とくに弔

生息環境を異にする地域刊の検討が必要である。

なお J ウサギの移入，移日1をふくむ， 11司休数動態予測に関しては， 別に~Yjド (1976)2) の J陛論モテソレが

ある。

このノト文ではp それらの予測過程として，ノウサギの年齢査定?去についてふれ，あわせてp 収架された

材料をもとに，自然個体詳の年齢とその組成の特徴こついて述べた。

*干高を草するにあたり，多大の援助を賜わった統計数理問‘究所 林 知巳jミ博 I~.はじめ林試北海道支場

樋 1"] 料三郎時二じ標本作成について懇切なる助言をよせられた北大阪~T:部 大泰司紀之氏，八23 JFL氏多

科学禁築研究所 丹羽 lコ徹一吉氏?似 l廿:手茂氏に深く感謝の意を去すると共l乙桜本材料の収集に協力いた

だいた関係諸氏に謝意を表する。
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A 8tudy ou the Populatioll Dynamics of Lep甜s timidus 日inu

BARR忍TT助HAMILTON (1) 

-Age di自tributions and life table---

Y oshiharu SH [llATA (1) ancl Tokio Y AMAMOTO (2) 

円

;::， u立lillary

In th巴 studies of a population, as age distribution is one of thc most important factors , 

th巴 estimation ()f ages sh叩ld bc as accuratεas possible 

'vVe estim乱ted the ages of 560 inclívidu乱180fλepus timidus aかu in Hokkaido, by the method 

described by KLEVEZAL and KLEIKE'fBERG (1967) of countiτ19 the l1umber of annual layers wh�h 

formed in the periosteal 20ne of the mandible. 

As a reSll1t of the present work � w立s clarlfied that in th巳 ag記 clistribution ()f a natur乱1

population , there was a remarkable bias toward young anim呂ls. The m乱エimum age -'was 3.75 

y己乱r8 in terms of the medì乱n of the age group, and the average age of th巴 population was 

LH years. No signifiく~ant difference betw巴en the average agcs of both sexes recognized by 

th巴 χsquo.re test. 

Cons�ering the fact tho.t the average 8urvival rate was ，)2労， while the average mortality 

was 68タム it may b巴 said � summary that th己 dynamics of 乱 natural popuJation tend to be 

remarkably aff己cted by th巴 number of new born offspr�g 

Next事 we comparcd thc surviva1 rate of the n邑turai pop叶ation (560 hares) against the 

labor乱tory j)oj)111ation (123 hare8) o.ccording to the life to.bles made from both populations 

respectively , 呂町1 it was clarified that th己 two pO�ulations equally 108t about 8096 of their 

number in tﾌle p巴riod from birth to reprodu仁tive ag巴

Howevcr, a remarkable differ己nce betweeη8urviving groups ()f the naturo.l and �boratory 

populations was seen, namely, the survivors of the lo.tter re01呂ined alive until post-reproductive 

age, which is more tho.n 7 yeo.rs old or thereabout, while th己 8UrV!VOrs of th巴 former l�ed 

to th巴 middle of reproductive age, tho.t is，十o Jess than 4 yε旦rs old, which appeared to be the 

limit of their life-span. 

Th記色cologieal life-span of the natural popul乱tion in the life table (Table 3) was 0.83 

years, while the physiologic乱1 life司span of the la )]or呂 tory pO [Jul旦tion was 1.11 ye乱rs.
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